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心の健康 心の健康

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に

全
国
で
の
自
殺
者
は
、
毎
年
約
３
万
人
。
20
〜
40
歳
代
の
死
因
の
第
１
位
は
「
自
殺
」
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

長
浜
市
に
お
い
て
も
、
年
間
25
人
前
後
の
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 長浜市の現状 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

【 標準化死亡比：SMR 】
年齢構成の異なる地域間で、

死亡状況の比較をするための指

標が標準化死亡比（SMR）です。

100以上だと、国の平均より死

亡率は高く、100以下だと低い

とされています。

長浜市の状況をみると、男女

ともに、ここ数年は、国の平均

よりは低くなっていますが、そ

れでも、毎年、自ら命を絶つ人

がいます。

自殺する人を１人でも減らす

ことが大切です。

【 性 別 】
自殺者の性別をみると、男性

が約７割、女性が約３割で、男

性の自殺が多いことがわかりま

す。これは、国や県の傾向と同

様です。

【 年 齢 】
どの年齢においても、自殺は

ありますが、特に50歳代が多く、

次いで60代、70代が多いこと

がわかります。
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標準化死亡比（SMR）　女性編 
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長浜市の自殺者の性別（H17年～H21年の自殺者数） 

死亡時の年齢（H17年～H21年の自殺者数） 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 

男性83人 
（約68％） 

女性39人 
（約32％） 

次いで60代、 
70代が多い 

50代が最も多い 

◆
自
殺
の
　
　
　

動
機
と
は
？
◆

自
殺
の
動
機
と
し
て
最
も
多

い
の
は
、「
健
康
問
題
」
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
で
も
多
い
の
が

「
う
つ
病
」
で
す
。

そ
の
他
に
も
、「
経
済
上
の
問

題
」「
家
庭
の
問
題
」「
職
場
の

問
題
」「
男
女
問
題
」「
学
校
の

問
題
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
背

景
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
ま
た
、

自
殺
の
動
機
は
１
つ
で
は
な
く
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
複
数
の
問
題

を
抱
え
て
、
そ
れ
ら
が
連
鎖
し

て
、
追
い
込
ま
れ
た
末
に
自
殺

に
至
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
自
殺
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
◆

自
殺
に
傾
く
人
の
多
く
は
、

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
話
を
聞
き
、

必
要
な
機
関
に
つ
な
げ
、
見
守

る
人
を
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」

と
い
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な

る
こ
と
で
、
尊
い
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の
周

り
に
い
る
人
の
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、
あ
な
た
も
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

◆
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

に
つ
い
て
◆

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
に
特

別
な
資
格
は
い
り
ま
せ
ん
。
市

で
は
、
う
つ
や
自
殺
予
防
に
つ

い
て
の
研
修
を
受
け
た
人
を
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
よ
ん
で
い
ま

す
。下

記
の
日
程
で
研
修
を
開
催

し
ま
す
。
内
容
は
、
自
殺
の
現

状
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
の

心
理
、
具
体
的
支
援
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
の
役
割
等
の
講
演
と

演
習
で
す
。
多
く
の
人
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こころやからだの悩み、その他さまざまな悩みは下記までご相談ください。
市健康推進課　　　　　7６５－７７７９　　滋賀県長浜保健所　　　　　　　7６５－６６１０
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平成24年度ゲートキーパー養成研修

「うつと自殺予防セミナー」
【講　師】京都文教大学 臨床心理学部　松田美枝氏
【日　時】①10月26日(金）10時～12時(開場9時30分）

②11月26日(月）14時～16時(開場13時30分）
※いずれの日程も内容は同じです。
どちらかを選んで申込んでください。

【会　場】長浜市民交流センター（地福寺町）
【申込方法】電話で健康推進課に事前に申込みください。

（7６５－７７７９）

各先着
100人

ゲートキーパー

家族や仲間の変化に気づく

声をかけて相手の話に耳を傾ける。

早めに専門家に相談するように促す。
必要な支援につなげる。

支援につなげた後も、
温かく寄り添いなが
らじっくりと見守る。

何か悩みが
ありそう…

元気ないね
良かったら
話を聞かせて

１人で悩むより
安心ですよ。


